
 

 

令 和 ５年 ２月 ６日 

海 上 保 安 庁   

 

海上保安庁職員の国際緊急援助隊救助チームへの参加について 

（トルコ共和国派遣） 

 

１．令和５年２月６日午前１０時頃（日本時間）にトルコ共和国南部を震源として発生した大

規模な地震により被災した地域で救助活動を行うため、トルコ政府からの要請に基づき、

我が国として国際緊急援助隊救助チームを派遣することを決定し、海上保安庁からは次

の職員１４名が参加することとなりました。 

 

① 海上保安庁警備救難部救難課        柴田 理香(シバタ リカ） 

② 第一管区海上保安本部函館航空基地       重兼 勇作（シゲカネ ユウサク） 

③ 第二管区海上保安本部仙台航空基地 内田 裕聖(ウチダ ユウセイ) 

④ 第三管区海上保安本部特殊救難基地 川田 匡剛(カワダ タダヨシ) 

⑤  同上                      廣田 恵典（ヒロタ ケイスケ） 

⑥  同上                      岡村 準之輔（オカムラ ジュンノスケ） 

⑦  同上                      岩城 俊祐（イワキ シュンスケ) 

⑧  同上                      瀬川 健太(セガワ ケンタ) 

⑨  同上                      加藤 哲也(カトウ テツヤ) 

⑩ 第五管区海上保安本部関西空港海上保安航空基地警備救難課  

田中 靖彬(タナカ ヤスアキ) 

⑪ 第八管区海上保安本部美保航空基地 有本 圭一郎(アリモト ケイイチロウ) 

⑫ 第九管区海上保安本部新潟航空基地 小林 智也(コバヤシ トモヤ) 

⑬ 第十一管区海上保安本部石垣航空基地     仲村渠 飛（ナカンダカリ タカ） 

⑭ 同上 那覇航空基地警備救難課      平澤 大輔（ヒラサワ ダイスケ） 

 

 

【参考】 

１．国際緊急援助隊救助チームに参加する海上保安庁職員は、消防庁、警察庁等から参

加する他の隊員とともに、被災地において救助活動にあたる予定です。 

 

２．海上保安庁によるこれまでの国際緊急援助隊救助チーム（都市型捜索救助活動）へ

の参加は、次のとおりです。 

 

 

 
 



 
①平成８年１０月（エジプト・アラブ共和国）４名・・・ビル崩壊災害救助 

②平成１１年８月（トルコ共和国）７名・・・トルコ西部地震災害救助 

③平成１１年９月（台湾）１３名・・・台湾中部地震災害救助 

④平成１５年５月（アルジェリア民主人民共和国）１４名・・・アルジェリア地震災害救助 

⑤平成１６年２月（モロッコ王国）５名・・・モロッコ地震災害救助 

⑥平成１６年１２月（タイ王国）１３名・・・タイプーケット津波災害救助 

⑦平成１７年１０月（パキスタン・イスラム共和国）１３名・・・パキスタン地震災害救助 

⑧平成２０年４月（中華人民共和国）１３名・・・四川省地震災害救助 

⑨平成２３年２月（ニュージーランド）のべ２５名・・・ニュージーランド南島での地震災害救

助 

⑩平成２７年４月（ネパール）１４名・・・ネパール中部地震災害救助 

⑪平成２９年９月（メキシコ合衆国）１４名・・・メキシコにおける地震災害救助 


